









































































ティのある研究として高く評儲したc インターネット予備調査を 13，992人に実施し(国収率 40.7%)スポー
ツ愛好者の環境行動を一般的に分析し、具体的なスポーツイベント (1鹿島アントラーズ・エコプログラム
ーみんなで集めた食用油で、チーム・トラックを動かそうプロジェクト-J)参加者へのアンケート調査に
基づいて当該イベントの環境負荷削減効果と参加者の属性、イベント企画、告知・'情報媒体との関連を分析
した点、次に、当日のイベント参加者(実際に食用油をもってきた観戦者1.044人)のうちから呼びかけに
反応した層 (309人)を同定する推計方法、またその内イベントを通して環境意識が高くなった層 (84人)
を推定する推計方法等を確立した点、またそれぞれの相乗効果を二酸化炭素削減量で評価し、総合的に環境
コミュニケーション活動効果を評価するための原理的なモデルを構築した点で独創性的な研究として高く評
価できる。特に、参加者の環境コミュニケーション活動を、「認知J、「意識醸成j、「行動」という一連の流
れのなかでとらえ、認知から意識醸成までの行動の変化を「きっかけバリューJ、意識醸成から行動までの
変化をは!き上げバリューJという評価指標軸で各々評価し、それらの相乗効果としての環境コミュニケー
ションの効果を CO)排出削減量で計澱する評価システムを提示したことは、環境コミュニケーションをめ
ぐる今後の研究の一つの方向付けを行ったものであり、高く評儲できる。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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